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集

話

刷

編

電

印

民、
九7 広報

グ
告
さ
ノ
八
仁
造
元
、
す
石
対
抗

七

月

十
九
日
出
か
ら
毎
週
土
曜
日
の
ダ
イ

ヤ
ル
通
話
料
金
を
日
曜、

祝
日
と
同

産
じ
た
り
し
て
子
新
き

4
百
一
間
に
な

り
ま
す
。
そ
の
他
に
税
金
ま
た
は
交

通
事
故
、
犯
罪
な
ど
で
大
変
迷
惑
を

公
売
会
昼
間
切
場
所
:
・
市
役
所
豊
開
・
一
餅
斤
引
制
民
草
加
刷
人
資
全
と
し
て

塩
田
・

川
西
め
各
支
所
、
上
回
税
一

マ
匿

名

車
庫
点
字
削
件
鈴
川

務
署
、
上
一小
地
方

事

務

所

一

自

動

車

車

庫

と

し

て

毎月 1日・ 16日発行

「野鳥と友だちになろう 」と塩田公民館主催による野鳥探鳥会が、 7月20日沢山湖(塩日1) -帯で

聞かれました。この日は、日本野鳥の全会員を講師として迎え、早朝 6時に親子連れなどが)30人が参
加。湖の入口では、カルガモの群れを観察、 山の方へ足をすすめていくと、 ヒヨ ド1)、ホオ ジロ、7

オサギなども確認することができました(=写真)。

( 7 n 1 EI現制

117，071人(+67) 

57，222人(十 57)

59，849人(+10) 

36 ， 987 刊;骨~- (十 401

) I大JはFiijJ J 比です

市民の動き

総人 r-I

男

女

世帯数

2・3ペーシ

.......... 4 ・5ぺーシ

... 6~ 9ページ

8 ・9ページ

-ー・・・・・・10ページ

......10へーシ

主 な 内 容

あなたの命綱です。シートベルトとヘルメット

計量器の定期検査をお忘れなく

お長"らせ

カメラレポ

食中毒防止県民大会からー

おくやみ・・・・・
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昨
年
九
月
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
は
、
万
が
一
の
と
き
に
運
転
車
や
同
乗
者
を
座
席
に
固
定
す
る

た
め
、
助
か
る
可
能
性
を
高
く
し
て
く
れ
ま
す
。
高
速
道
路
で
の
着
用
率

は
吉
岡
く
な
っ
て
き
て
い
る
も
の
の
、
一
般
道
路
で
は
ま
だ
低
い
の
が
現
状

で
す
。
車
に
乗
っ
た
ら
、
ま
ず
シ
ー
ト
ベ
ル
卜
を
正
し
く
締
め
る

|

ニ
-

れ
を
ぜ
ひ
習
慣
づ
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
今
年
の
七
月
か
ら
ミ
ニ
バ
イ
ク
の
ヘ
ル
メ

ッ
ト
着
用
も
義
務
づ

け
ら
れ
ま
し
た
。

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
率
は
高
く
な
っ
て
き
た
も
の
の
、

正
し
く
か
ぶ
っ
て
な
い
人
が
意
外
に
多
い
よ
う
で
す
。

ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
正

し
く
か
ぶ
っ
て
く
だ
さ
い
。

え広報う戸部 964 ~;-

め方

、。

んか

、部分

、十分

す。ま

し、ょう

に

て

間

せ

。
の

た

なと J
< ¥、
と 7

も1米
Dh 陣
かは
るあ
舷リ
3ドま
(ませ
A7jん
、が
t .. 
る少

行
用
推
進
巡
動

8
/
1
1
9
/却

「シ

l
ト
ベ
ル
ト
着
用
推
進
運
動
」

が
、
八
月

一
日
幽
か
ら
九
月
二
十
日

出
ま
で
、
全
国

一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

特
に
、
暑
苦
し
い
夏
は
シ

l
ト
ベ

ル
ト
着
用
の
低
下
が
目
立
ち
ま
す
。

シ
l
ト
ベ
ル
ト
は
、
あ
な
た
と
家
族

を
守
る
命
綱
で
す
。
車
に
乗

っ
た
ら
、

エ
ン
ジ
ン
を
か
け
る
前
に
シ
ー
ト

ベ

ル

ト

を

正

し

く

締

め

る

こ

れ

を

ぜ
ひ
実
践
し
て
く
だ
さ
い
。

昨
年
九
月
、
道
路
交
通
法
の

一
部

改
正
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
か
ら
は
、
高
速
道
路

で
の
着
用
率
は
九
五
%
を
超
え
ま
し

た
。
し
か
し
、
上
田
市
が
今
年
四
月

に
国
道

一
八
号
線
(
川
原
柳
交
差
点
)

で
実
施
し
た
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用

調
査
で
は
、
運
転
者
の
普
則
率
は
:
一

五
%
、
助
手
席
の
同
乗
者
は
-
九
%

と
、
市
内
の

一
般
道
路
で
の
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
着
用
率
は
依
然
と
低
い
状
態

同
い
ふ
め

H
r
±
ゆ
十

v
。

一
上
田
警
察
署交

通
課
長
に
聞
く

ン
l
ト
ベ

ル

ト

は

交

通

事

故

の

と

一

ま

だ

低

い

着

用

率

き
、
致
命
傷
に
な
り
や
す
い
頭
や
胸
一

l
l
z

を
蝿
傷
か
ら
守
っ
て
く
れ
ま
す
。

「衡

一

h
E
E
F1
υ
v

圃
・
圃

ん

突
事
故
に
遭
っ
て
も
腕
や
足
で
ふ
ん
一

・

司

デ

ん
訓
』

d
さ

園
周

j
t
J
T
一
M
一宮一

ば
る
か
ら
シ

l
ト
ベ
ル
ト
な
ん
か
い
一

.
剛

一
「
で

h
L-
z

ら
な
い
」
と
い
う
人
は
い
ま
せ
ん
か
。
一

，

'vta
・松

da--
、・・・村

実
は
腕
や
足
で
耐
え
〉
り
れ
る
街
準
は
、
一

.

.

.
 

体
重
の

二
1
三
倍
程
度
。
こ
れ
を
時
一
上
田
智
察
署
管
内
で
の
今
年
の
交

速
に
直
す
と
、
時
速
七
キ
ロ
が
限
度
一
通
事
故
は
、
件
数
、
死
者
、
傷
者
と

に

な

り

ま

す

。

一

も

に

増

加

し

て

い

ま

す

。

特

に

、

交

で
は
、
車
が
時
速
二
十
キ
ロ
で
回
一
通
死
亡
事
故
は
八
件
の
発
止
し
で
、
九

定
壁
に
衝
突
し
た
と
き
は
ど
の
く
ら

一
人

の
万
が
亡
く
な
っ
て
お
り
、
昨
年

い
か
と
い
う
と
、
体
重
の
六
倍
以
上
一
同
則
に
比
べ

山
人
も
培
、
え
て
い
ま
す
。

の
力
が
加
わ
る
の
で
す
。
わ
ず
か
時

一
今
年
の
死
亡
事
故
は
、
交
正
町
一
点
と
カ

速
二
十
キ
ロ
の
ス
ピ
ー
ド
で
も
腕
や
一

l
ブ
で
多
く
発
生
し
て
お
り
、
ま
た

足
だ
け
で
は
耐
え
ら
れ
ず
、
車
に
乗
一
土
曜
日
に
集
中
し
て
い
ま
す
。

っ
て
い
る
人
の
体
は
ハ
ン
ド
ル
や
フ
一
今
年
の
六
月
に
真
田
町
で
、
軽
乗

ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
に
ぶ
つ
か

っ
て
し
ま

一
用
車
と
普
通
乗
用
車
が
正
而
衝
突
を

い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
シ
ー
ト

ベ
ル

一
す
る
事
技
が
あ
り
ま
し
た
が
、
シ
ー

ト
を
し
て
い
る
と
体
は
陀
席
に
国
定
一
卜

ベ
ル
ト
を
し
な
い
で
粍
乗
川
市
を

さ
れ
、
ケ
ガ
を
し
た
り
死
な
な
い
で
一
辺
一
転
し
て
い
た
名
人
は
死
亡
し
、
汗

助
か
る
可
能
性
が
高
い
の
で
す
。

一
通
乗
川
市
の
問
人
は
シ

l
ト
ベ
ル
ト

こ
の
ほ
か
、
シ

l
卜
ベ
ル
ト
の
効
一
を
者
川
し
て
い
た
た
め
全
日
以
が
無
向

用
と
し
て
は
、
マ
車
外
に
放
り
出
さ
一
で
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
シ
ー
ト
べ

れ
る
の
を
防
ぐ
マ
衝
突
時
に
立
識
不
一
ル
ト
さ
え
し
て
い
れ
ば
助
か

っ
た
の

川
に
も
る
こ
と
が
少
な
く
、
小
か
水
一
に
:
と
忠
わ
れ
る
が
故
は
た
く
さ
ん

没
し
た
り
、
火
か
山
た
叫
に
け
1
く
単
一
あ
リ
ま
す
。

外
に
脱
山
山
で
き
る
ー
ー
な
ど
が
あ
げ
一
シ
ー
ト

べ
ル
ト
を
し
て
い
れ
ば
万

ら

れ

ま

す

。

が

の

t
う
、
絶
対
に
命
が
助
か
る

時
速
七
キ
ロ
が
限
度



没
し
た
り
、
火
が
山
た
時
に
M
T
く
率
一
あ
り
ま
す
。

外
に
脱
出
で
き
る

ー

な
ど
が
あ
げ
一
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
し
て
い
れ
ば
刀

ら

れ

ま

す

。

~

が

~

の

と

き

、

絶

対

に

命

が

助

か

る

と
、
市
内
の

一
般
道
路
で
の
シ

l
ト

ベ
ル
ト
着
用
率
は
依
然
と
低
い
状
態

に
あ
り
ま
す
。

第 964¥;、

シートベルトの着用義務
昨年 9月、道路交通j去の一部が改正され、シート

ひル んがな j ベルトの着用が義務づけられました。
習メパ。飛いア
慣ッイ ーんとゴ i その内容は ①ドライパーは、すべての道路に

にトク で 、ひ j おいてシートベルトを着用しなければな らず、 助手
し を に し事も
てか乗 ま故を i 席の同乗者にも着用させてからでないと Jllの運転は

L22 L:2ヒ) できません。②同時に、 ドライバーは制附席にす

さ | き 頭きか: わる人に対してもシートベルトを着則させるよう努
l は をへり

。こ 、 守ルと j めなければなりません。③違反した場合は行政処分

れ必 れメ締 j 点数 1点(当面、高速道路でドライパ一本人が着用
をず ま y め
ぜへ せトて j していない場合のみ)ーーの 3点です。

ひた見ど ゴ ツい お以着 ため り よ 通 ル だ め け し 般 け で いでた なはなど
正り受、ひトまり降用ミいるまく安ト低かるて道らシ咋の重もかず く¥1
し命け 正 も を す 、 、 が ニ と 習 1 全のい、こい路れ l年てい傷の つでと 7

くをるしをあ。大着義パ思慣の，、意着の ー となでまト九すやがたすも i~
、守こくしみと変用務イいをで ι 識用が般はくはしべ月。軽、わ。助 p~

よるとかつだはよ率づクまぜ、いをは現道あてシたルの 傷シ ~ 1911かは
っ へがぶ かにいくはけのすひシ つ 高、状路りも lがト道 で|に えるあ
てルあ つ りか つな 九らへ 。つ |ためドででま、ト、の路 すト死 ぱ確リ
くメリてとよてっ五れル け ト プ 、 ラ す の せ 行 べ 今 着 交 む べ亡、半ま
だ Y まい締つもて%たメ てベラ連イ 。若ん 政ルの用通 かル '1';行11?
さトすなめた、きを七 Y いルス転ノ〈シ!日 。処トとが法 も卜は JjJ叫ん

いを 。 いな りへた越月ト たト面姿 I I率そ分をこ義の し のにしくカ!
、あ人い、ルとえ Iiは だをも勢のトはのを者ろ務改 れ /j: なて 4a

ぜな をなアメ忠て口 、 き締あを交べまた受 )-n -づ IE な川 つ いる世

シートベルトの正しい締め方
シートベルトは、ただ漫然と締めても効果は守lめ

ません。正しい締めんーをぜひ党えて くださし、。

①ベルトは腰の位置で締める

シートは倒 さず、i栄く腰をかけ、

ベルトは腰骨のtv:聞で締めてくだ

さし、。 腰(骨・盤)は体の中で最も

丈夫な位置です。お腹はやわらか

すぎ、るので危険です。

②ベルトはよじれていませんか

ベルトがよじれてい ると、部分

的に圧 力が高ま ってしまい、十分

な効果が得られなくな ります。ま

た、ベルトが首にかか らないよう

にしましょう。

③" "Yクルはカチッと音がしましたか

カチッという 音が、しっかりと

差 し込まれた証拠の音です。

会お子さんが 3点式ベル トを使うと、 ベルトが顔や

首にあたるのでかえって危険です。後部川i席で2

点式ベルトを使用するようにしてくださ い。

会長さ調節式ベルトの場合は、胸と 肩ベルトの聞に

にぎりこぶしが lつ入るくらいの余裕をもたせて

調節してください

権
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バ
イ
ク
(
排
気
量
五
十

c
c
以
下
の

バ
イ
ク
)
に
乗
る
と
き
も
ヘ
ル
メ
ッ

ト
の
着
用
が
義
務
づ
け
る
り
れ
ま
し
た
。

違
反
者
に
は
、
行
政
処
分
点
数

一
点

が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
有
効
に
使
う
た
め

に
、
次
の
よ
う
な
点
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

①
あ
み
だ
に
か
ぶ
っ
た
り
、
目
深
に

か
ぶ
ら
な
い

視
野
が
狭
く
な
り
、
危
険
な
も
の

の
発
見
が
遅
れ
ま
す
。

②
ア
ゴ
ひ
も
は
必
ず
、
し
っ
か
り
と

締
め
る

，、-
ルノ〉
メ E

ク
ノ.ー
トh

も
着
用
を

バ
イ
ク
を
運
転
中
に
交
通
事
故
で

死
亡
し
た
人
の
六
四
・
五
%
は
、
頭

や
顔
を
強
く
打
っ
て
死
亡
し
て
い
ま

す
(
下
図
参
照
)。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
ら
な
い
で
運
転

す
る
こ
と
が
、
ど
ん
な
に
恐
ろ
し
い

こ
と
か
よ
く
分
か
り
ま
す
。

今
年
の
七
月
五
日
か
ら
は
、
道
路

交
通
法
の

一
部
が
改
正
さ
れ
、
ミ
ニ

頻面

2.0% 
類部10.8%
胸部，13.6%

腹部 6.6%
腰部 2.3%
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取
り
引
き
・
証
明
用

定
期
検
査
を
お
忘
れ
な
く

え広報う

計
量
器
を
取
り
引
き
(
商
品
の
売

買
、
運
送
、
医
薬
品
の
調
剤
、
農
産

物
の
売
買
な
ど
)
に
使
用
す
る
皆
さ

ん
は
、
計
量
器
の
定
期
検
査
を

一
年

に

一
度
、
受
検
す
る
こ
と
が
計
量
法

に
よ
り
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
検
査
は
、
使
用
段
階
に
お
け

る
計
量
器
の
正
確
さ
を
維
持
す
る
こ

と
に
よ
り
、
社
会
秩
序
を
守
る
た
め

に
必
要
な
も
の
で
す
。
今
年
は
、
計

量
器
の
定
期
検
査
を
次
ぺ

l
ジ
の
別

表
に
よ
り

JX施
し
ま
す
の
で
、
該
当

f
b皆
さ
ー
ん
は
H
取
寄
リ
の
ム
耳
叫
Z
L
A
U

ず
お
受
け
く
だ
さ
い

。

な
お
、
計
量
器
が

二
十
台
以
上
あ

る
場
合
、
建
物
な
ど
に
取
り
付
け
て

あ
る
場
合
、
ま
た
は
光
電
式
は
か
り
、

電
気
抵
抗
線
式
は
か
り
の
場
合
は
、

申
請
に
よ
り
出
張
検
査
も
行
い
ま
す
。

出
張
検
査
を
ご
希
望
の
皆
さ
ん
は
、

「
所
在
場
所
検
査
承
認
申
請
書
」
を

九
月
十
三
日
出
ま
で
に
、
商
工
課
計

量
係
へ
こ
提
出
く
だ
さ
い
。
申
請
書

は
商
工
諜
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、

一転
廃
業
な
ど
で
計
量
器
を

術
院
問
問
l
し
札
怯
/
、
札
ho
つ
れ
ん
揖
吻

A
ロ
川
は
聞

、

出吋
川
島
且

第 964号~

係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い

。

検
査
で
の
注
意
事
項

O
検
査
に
は
、
次
ぺ

l
ジ
の
と
お
り

手
数
料
が
必
要
で
す
。

O
分
銅
や
増
お
も
り
は
、
計
量
器
と

一
緒
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

O
計
量
器
は
、
よ
く
掃
除
を
し
て
き

て
く
だ
さ
い
。

O
合
格
し
た
計
量
器
に
は
、
次
の
「
合

格
ス
テ
ッ
カ
ー
」
が
は
ら
れ
ま
す
。

こ
の
検
査
を
受
け
な
い
場
合
、
計

量
法
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

〈
お
問
い
合
わ
せ
〉

商

工

謀

計

量

係

宮

⑫

4
1
0
0

内
線
6
0
3
・
有
線
②

0
7
4
5

乳
腺
に
で
き
る
が
ん
を
「
乳
が
ん
」

と
い
い
ま
す
。
乳
が
ん
は
、
欧
米
で

は
女
性
の
が
ん
の
第

一
位
で
す
。

H

本
で
は
、
そ
れ
ほ
ど
多
い
が
ん
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
生
活
の
洋

風
化
な
ど
に
と
も
な
い
、
最
近
は
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

将
来
は
日
本
で
も
火
性
の
が
ん
の
第

一
位
に
な
る
だ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

手L
カず { 

t j号
、 l で

他 (阜

の!期
刀(発
ん
L i見
両!も
じ

目ー・ ・ _， 

-一一一一一一回一一一 . -一一一一一一回一回一.-.----......1 . .__ . . I 
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61年合格ステッカー

乳がんの早期発見

乳房検診を受けましょう

初
期
に
は
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
体
の
表
而
近
く
に
で
き
る
た

め
、
自
分
で
注
意
す
れ
ば
早
期
発
見

が
で
き
ま
す
。
一

番
重
要
な
症
状
は
、

礼
一房
の
し
こ
り
で
す
。
毎
月
‘
川
、

定
期
的
に
乳
房
を
観
察
し
た
り
、
下

で
さ
わ

っ
て
調
べ
る
自
じ
検
任
法
を

行
い
ま
す
と
、
小
さ
な
し
こ
り
で
も

気
が
つ
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
臼
分

で
発
見
で
き
る
唯
-
の
が
ん
で
も
あ

る
の
で
す
。川

刊
代
が
ト
ッ
プ

礼
が
ん
の
多
い
年
代
は
問
卜
代
が

一
番
多
く
、
次
い
で
丘
卜
代
、

:4
ト

代
、
し
ハ
ト
代
の
順
で
す
。
特
に
、
間

十
代
の
方
に
は
-
年
に
，
凶
は
、
必

ず
礼
房
検
査
を
受
け
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
閉
経
後
の

方
の
礼
が
ん
も
増
、
え
て
い
ま
す
の
で
、

瓦
ト
代
、

L

ハ
ト
代
の
方
の
受
診
も
お

勧
め
し
ま
す
。

礼
が
ん
の
で
き
や
す
い
人
は
|

①
7a
l
蔵
以
上
の
求
時
の
人
、
信
結

婚
し
て
も

f
供
を
曜
ん
だ
、
」
と
が
な

い
人
、
③
晩
時
の
入
、
@
初
潮
の
早

か

っ
た
人
、
⑤
閉
経
の
遅
か
っ
た
入、

⑤
血
械
に
礼
が
ん
に
か
か

っ
た
人
か

い
る
人
、
-
礼
服
の

Hmハ
バ
に
か
か
勺

た
人
、

E
動
物
件
桁
肪
卒
、
多
く
と
る

人

ー

と

二
円
わ
れ
て
い

ま
す

。
こ
の

よ
ー
な
ト
刀
に

L
、
引
川
町
・
他
聞
で
必
ヰ
S.，、
f
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に

必

要

な

も

の

で

す

は

、

J

G
器
の
定
期
検
宜
を
次

べ
|
ジ
の
別

永
じ
よ
り
実
施
し
ま
す

の
で
.
d
h
vー

す
る
併
さ
ん
は
札
似
寄
り

の
会
場
で
必

-
L
V
 

は
商
-L
課
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
転
廃
業
な
ど
で
計
量
器
を

使
用
し
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
計
量

61年度計量器定期検査日程表

質量計 育長 状(主なもの) 能力(ひょう最)および手数料 実施日 検査会場 検査時間 t州ー-地-レh 

露 軍事
「104000 こえる25も0の

8月25日明)川 西公民館 午前9:30-11・30
川町内ーー司ー地ー-句以』司

手1I!1J天ぴん iftが円 泉 田 公 民 館 午後1:30-3:3 
~ 

lひ:L~ょう慌のー10」，唱Oー0ー0のもの
/1 泉問 地ド

(分銅を合む)

-・ 350円 8月26日ω鈴子公民館 午前9:30-11:30Jtl温岡地U

ゎ主
/1 西塩閉会館 午後1:30-3:30 西塩田地l~

棒はかり ひょ-):flt j100kg。以下 150円 午前9:30-正 'f 一
(おもりを合む)

8月27日(水)新田区民会館 午後1:00-3: 00 北部地長

100k巨島をる こよのえ .200円
8月28日同 塩田解放会館 午前9:30-11: 30 中温田地区

宅事も
能力を問わず

" 相 染 閣午後1:30-3:30 XIJ所地区
等 比 l台につき 200円

皿手1I!1Jはかり 分銅・ 100円 8月29日働 南天神町公会堂 午午前後9l30~正 午 南部地区00-3: 00 

(分お銅もおリよを合び増む) 
その他 iヤ号 能力を問わず 9月1日伺)中村自治会館 /1 城下地区

1台につき・・ 300円

増おもり 50円 9月2日ω上回点字図書館 /1 東部地区

100kg以下 250円 9月3日(水)上回卸商業会館 /1 秋塩和尻地区

200kg以下 450円
9月4日(利 /1 午前9:30-11:30秋和 地区

台手動はかり ひょう量 500kg以下 800円 塩尻

(増おもりを含む) 1 t以下 1，300円 /1 西部公民館 午後1:30-3:30 西部地区

2 t以下・・2，100円

増おもり 50円
9月5日幽 大屋公会堂 午前9:30-11:30神川地区

農村環境セ改ン善ター
直線目盛のもの

/1 午後1:30-3:30 豊殿地区

I台につき 100円
9月8日(月)川 辺 町 会館 午前9:30-11:30川辺地区

その他のもの

指 示 は か り
11 上野が丘公民館 午後1:30-3:30 神科地区

ひょう量 200kg以下 450円
9月9日伏)市役所計検量 午午後前913000~~正3午00 中央地区

500kg以下・ 800円 査室

分銅 ... 50円 9月10日附 11 /1 

光電式はかり

軍墨
光電式はかり 1台につき 800円 9月11日(柄 11 /1 全 市

電気抵抗線式 電気kg抵以抗線式l台はにかつり 700円
はかり 30 下き 9 月 12 日~ /1 11 

定期検査を受ける計量器と検査手数料額

1L 
t
v
 

た
人
、
⑧
動
物
性
脂
肪
を
多
く
と
る

人
|
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
お
に
も
、
乳
房
検
診
を
受
け

a圃圃圃圃圃

〆
て

乳:t! 
房:f
検:じ
診:e 
の:思
内:ぃ
宏:~ 
.. ，す

乳
房
検
診
は
、
次
の
内
容
で
行
わ

れ
ま
す
。
①
保
健
婦
に
よ
る
問
診
、

②
自
己
検
診
法
の
説
明
と
実
技
、
③

外
科
医
師
に
よ
る
視
診
と
触
診
、
④

超
音
波
検
査
(医
師
の
判
断
に
よ
り
)

|

以

上
の
結
果
で
、
精
密
検
査
の

必
要
な
方
は
医
療
機
関
で
再
検
査
を

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

昨
年
は、

二
千
六
百
九
十
二
人
の

方
が
乳
房
検
診
を
受
け
ま
し
た
。
こ

の
う
ち
再
検
査
の
精
密
検
査
を
受
け

た
方
が
九
十
四
人
で
、
乳
が
ん
の
方

が
一

人
発
見
さ
れ
ま
し
た。

今
月
か
ら
受
診
者
を
募
集

礼
が
ん
は
早
く
発
見
し、

治
療
す

れ
ば
非
常
に
治
り
や
す
い
が
ん
で
す
。

で
す
か
ら
、
年
一
回
は
乳
が
ん
の
集

団
検
診
を
受
け
、
月
に
一
回
は
乳
房

を
自
分
で
調
べ
る
自
己
検
査
も
必
ず

実
行
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す。
市
で
は
、
今
年
度
の
乳
房
検
診
を

下
表
の
日
程
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

こ
の
検
診
は
、
八
月
中
旬
ご
ろ
か
ら

自
治
会
の
回
覧
に
よ
り
、
受
診
者
を

募
集
し
ま
す
ーの
で
、
大
勢
の
皆
さ
ん

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
よ
な
お
、
塩

田
地
区
は
、

乳
房
検
診
を
六
月
中
に

実
施
し
ま
し
た
)

検診日 iコLス 場 名 検診日 メヨコス、 場 名 検診日 ~ ミ 場 名

10月 1日付。 川西社会福祉センタ ー 11月 5日附 神 川地 区公民館 12月 5日幽 東部地区防災センタ r

2日同 川西社会福祉センター 6日併合 城南 公民館 8日明) 上田市保健センタ F

3日幽 農村環境改善センタ ー 7日幽 城南 ~ 民館 9日ω 上田市保健センター

6 B伺) 上 田 市 保 健 セ ン タ ー 12月 1日(月) 上野が丘公民館 10日制 上田市保健センタ戸

13日間 上田市保健センタ ー 2日(刈 上野が丘公民館 11日附 西部公民館

14日ω 上回市保健センター 3日制 塩尻 地 区公民館 12日制 西部公民館

11月4日(刈 神 川 地区公民館 4日(ホ) 上田市保健センター 」

一一一ーーーーーーー

昭和61年度乳房集団検診日程表
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お知らせ
一時一

え広報う

お
受
け
く
だ
さ
い

予

防

接

種

保
健
予
防
課
保
健
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線
2
8
9

有
線
②
0
7
2
1

三
種
混
合
(
百
日
ぜ
き
、
ジ
フ
テ

リ
ア
、
破
傷
風
)
予
防
接
種
を
実
施

し
ま
す
の
で
、
該
当
者
は
最
寄
り
の

会
場
で
お
受
け
く
だ
さ
い
。

マ
対
象
者

一

期
:
・
①
五
十
九
年

一
月

一
日
か

ら
同
六
月
三
十
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
子
供
さ
ん
②
五
十
八
年
十
二

月
三
十

一
日
以
前
に
生
ま
れ
た
子

供
き
ん
で
未
接
種
の
人

(た
だ
し
、

四
歳
未
満
)

J

開
閉

'I
A川

v
・
1
十
七
年
七
月

-
日
か

・
り
同
川
レ
1
〆

/
同
円

J
d
J
L
T

J

Uμ
ふ

Z
予
ー、
ド
ド
仲
主

戸事964号

金
融
機
関
の
休
日

置

ま

皆

け

疋

放
し
の
つ
わ

に

去

会

を

に

ど

獄

后

札

回

一

な

に

商

告

万

前

斉

前

筆
。

駅

一
駅
、

侶

疋

一

回

を

や

て

1
礼

一

上

品口
駅

し

g

鉄

0
田
加
臼

け一

国
情

上

参
月
日
υ
…

、
章
、
ガ

σ
ザ

日
駐

は

人
車
丸

一

位
自
白
鈎
転
の
一

月
る
の
約

自

も

…

~
ア
い
こ
ど
の
だ

一

一
は

て

。

な

ま

け

一

一
一
巾
れ
た
ん
ま
つ

一

一

さ
し
さ
た
り

一

ま
れ
た
子
供
き
ん
で
、

一
期
が
済

ん
で
い
る
人
②
五
十
七
年
六
月

三
十
日
以
前
に
生
ま
れ
た
子
供
き

ん
で
、

二
期
が
済
ん
で
い
な
い
人

(
た
だ
し
、
五
歳
六
か
月
未
満
)

マ
接
種
内
容

一

期
:
・
三
か
ら
八
週
間
の
間
隔
で

三
回
接
種

二

期
:
・

一
期
終
了
後
、
十
こ
か
ら

十
八
か
月
以
内
に

一
回
接
種
(
た

だ
し
、

一
期
を
二
回
以
上
接
種
済

み
で
な
い
と

二
期
は
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
)

マ
持
ち
物

母
子
健
康
子
帳
、
問
診
票

(
赤
ち

ゃ

ん
手
帳
の
中
に
綴
り
込
ん
で
あ
り
ま

す
。
赤
ち
ゃ
ん
手
帳
が
な
い
場
合
は
、

会
場
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご

使
用
く
だ
さ
い

)
印
鑑

マ
受
付
時
間

札
口

A
Z
ほ
咽
レ
L
t
u
ι
l枇
依

-

時
吋

=

-
ー中
l
AH7
か
rり

は
日

の
出
か
ら
日
没
ま
で
の
時
間

で、

午
前

5
時
か
ら
午
後
7
時
)

対
象
作
物
:
米
、
大
豆、

果
樹
な
ど

会 場 名
実 施日

対 象 I也 区
lfulめ 2回め 3固め

中央地区(横町・海野町・ 原町・袋町・

馬場開J・田町-丸堀町・木

上自Irli保健センター
8 9 10 阿j・北大手)

H 月 月 北部地区 U..)II原柳町・下川原柳町'・(di役所Ihli';'i'2附) 20 17 15 
|ゴ 日 日

愛手flU]".上鍛冶閃j・鍛冶町・

。ω休)(水) 上房LlI・下房山・杉!l阿]・新

日I. _I~. 紺屋町)

_1-野が丘公民館 ネIjl科地区 ・豊殿 地区

南部地区 (雨天神町・ 泉ギ・北天神町・

松尾町・鷹匠町・本町・ 末

上/llrli保健センター
広岡j・大手町)

(，)， 役所Itili';，，?2附) 8 9 10 
西部地区 (下紺屋町・鎌原 ・西脇・新

Jj 月 月
~lr .諏訪部・生塚・符;磐町・

22 19 17 緑 が丘・新屋 ・緑が丘北・

日
樹

日 紘が丘西・城北)

川西社会福祉センター
佳j (命

川西地区

川辺地区 (上田原 ・川辺町‘・ 倉升・神

川辺町 会飴 畑・ド之条 ・築地・東築地)

泉日l地区の福日j・吉日|

塩町母-(-健康センター

% (拠 % (和 ~白幽
塩日l地区

神川地区公民館 神川地区

東部地区 (踏入 ・泉町・上常凹・中常

UlI市保健センター 間・ド常川・北;常田・材木

(けJ役所出li合 2附) 8 9 10 111]"・常人)

月 月 月 塩民地区 (秋和・」ー塩尻・下塩尻)
28 30 24 城ド地区 (小牧 ・ 諏訪形・ 3長υI1 ・ ~II 村・
日 日 日

~H 町 会館
(ポ ω 幽 判 11ヶ丘・ 三好町・御所 ・

小之条 .T組]1I1f)
泉町地区の平過

昭和61年度(前期)三種混合予防接種目程表同
二
時
三
十
分

マ
予
備
日

予
備
日
は
次

の
両
日
で
、
ト
一聞
い
市
保

健
セ

ン
タ
ー
(
市
役
所
南
庁
舎
一一
階
)

で
で
行
い
ま
す
。

O
十

一
月
十

三
日
附
:・
東
部
、
南
部
、

中
央、

北
部
、
西
部
、

塩
尻、

神
科
、
神
川
、

附臣
殿
地
区

じ
卜

一
凡
十
四
日
幽
:
・城
ド
、
川
辺
、

泉
田
、
塩
田
、
川
西
地
区

マ
受
け
ら
れ
な
い
子
供
さ
ん

。
発
熱
し
て
い
る
人
、
ま
た
は
著
し

申
し
込
み

八
月
十
日
制
ま
で
に
屯

話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
(
多

数
の
場
合
は
抽
選
)。

い
栄
養
障
害
が
あ
る
人

②
心
臓
血
管
系
、
肝
臓
ま
た
は
肝
臓

疾
忠
が
、
急
性
期
も
し
く
は
増
悪

期
ま
た
は
活
動
期
に
あ
る
人

③
接
種
し
よ
う
と
す
る
接
種
液
の
成

分
に
よ
り
ア
レ

ル
ギ
ー
を
起
こ
す

こ
と
が

明
ら
か
な
人
、
ま
た
は
異

常
な
副
反
応
を
起
こ
す
こ
と
が
明

ら
か
な
人

④
接
種
前

一
年
以
内
に
、
け
い
れ
ん

の
症
状
が
あ

っ
た
人

爪

w
医
師
が
、

予
防
接
種
を
受
け
る
こ

※時聞は、各会場とも午後1時30分から2時30分まででも
※駐車場がi民みあいますので、 中での*n'はご遠慮ください。

と
が
不
適
当
と
認
め
た
人

海野町通り

七夕・花市で突通規制
七夕

8)J 611 (村正午~午i&10:00 

8)]711 (村正午~午後10:00

8Jj 8ll出正午~午後 5:00 

花 市

81J1211:火)午後5:00-午後10:00

感受
講Jj付

料 ljE
惚 日
H(ね八

JJ 

Jl 
ゆ
か

九



海

七夕・

8JJ 6 f 

8Jj 7 f 

8JJ 8 f 

内
〆
匂l
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j
 

O
A
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_w， 961 

四
歳
ド
ボ
満
)

矧
・
:
①

i
十
七
年
七
月
-
日
か

島

A

リ
同
開
L
l
a
J
H
円
二

e

レ
l

r

日
ま
で
に
生

8
月
か
ら

第
三
土
曜
日
も

こ
れ
ま
で
各
金
融
機
関
で
は
毎
月

第
一一
土
曜
日
が
休
日
に
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
八
月
か
ら
は
毎
月
第
三
土

雌
日
も
休
日
に
な
り
ま
す
。
市
税
な

ど
の
納
入
は
、
従
来
の
第
三
土
曜
日

と
第
三
上
腿
日
を
除
く
日
に
お
願
い

し
ま
す
。

t: え一ー(7)一一一-U(係1161年 8J J 1 fl 広報う

ご
協
力
を

農
作
物
の
害
鳥

を
駆
除
し
ま
す

上
田
市
農
政
部

上
田
市
有
害
鳥
獣
駆
除
対
策

協
議
会

本
年
度
も
農
作
物
の
被
害
を
防
止

す
る
た
め
、
銃
鈎
に
よ
る
害
鳥
駆
除

を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
そ
の
つ
ど
有
線
放
送
で
お

知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。
特
に
レ
ー

ス
鳩
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

実
施
予
定
時
間
・
:
十
月
ま
で
(
時
間

使
用
く
だ
さ
い
)
印
鑑

マ
受
付
時
間

各
会
場
と
も
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

は
日
の
出
か
ら
日
没
ま
で
の
時
間

で
、
午
前
5
時
か
ら
午
後
7
時
)

対
象
作
物
・
:
米
、
大
一包、

果
樹
主
ど

実
施
予
定
地
区
・
:
堀
川
、
浦
位
、
製

皇
、
殿
城
、
神
科
地
院

上
田
創
造
館

8
・9
月
の
催
し

上
田
創
造
館

包
⑫
1
1
1
1

一
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
特
別
控
影

夏
休
み
期
間
中
に
つ
き
、
平
日
も

投
影
し
ま
す
。

と
き
・
:
七
月
二
十
九
日

ωか
ら
八

月
十
六
日
出
ま
で
(
月
曜
休
館
)

時
間
:
・
午
前
十

一
時
、
午
後

一
時

三
十
分
、
午
後
三
時
(
一
日
三
回
)

内

容

:

・
「
夏
の
星
空
と
天
の
川
の

謎
」

天
の
川
コ
ン
サ
ー
ト

と

き

:

・
八
月
二
十
四
日
間
午
後
六

時
三
十
分
か
ら

と
ニ
ろ
:
・
上
田
創
造
館
(
プ
一
フ
ネ
タ

リ
ウ
ム
)

演
奏
者
:
・
柳
沢
栄
子
さ
ん
ほ
か

定
員
・
:
百
二
十

名

(
一
般
対
象
)

入
場
料
・
・
・
三
百
円

泉
田
、
塩
田
、

川
西
地
区

マ
受
け
ら
れ
な
い
子
供
さ
ん

①
発
熱
し
て
い
る
入
、
ま
た
は
著
し

申
し
込
み
・
八
月
十
日
間
ま
で
に
電

話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
(
多

数
の
場
合
は
抽
選
)。

重
体
み
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

一

と

き

:
・
九
月
十
二
日
幽
か
ら
九
月

十
七
日
附
ま
で

会
場
:
・
上
田
創
造
館
(
美
術
館
)

展
示
内
容
:
・
上
小
地
域
の
小
・
中
学

生
の
絵
を
展
示

入
場
料
・
・
・
無
料

危
険
物
取
扱
者
の

保
安
(
義
務
)
講
習

消
防
本
部
予
防
課

宮
⑫
2
5
0
1
内
線

2
0
5

と
き
・
:
九
月
十
七
日
附

午
前
九

時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
ま
で

と
ニ
ろ
:
・
上
回
合
同
庁
舎

受
講
で
き
る
人
・
・
・
危
険
物
取
扱
者
免

状
の
交
付
を
受
け
た

H
、
ま
た
は

こ
の
講
習
を
受
け
た
臼
か
ら
立
年

を
経
過
す
る
人

申
し
込
み
・・・
地
方
事
務
所
総
務
室

受
講
申
請
書
・
・
・
地
方
事
務
所
総
務
室

お
よ
び
消
防
本
部
予
防
訟
で
交
付

し
ま
す
。
提
出
期
間
は
八
月
凶

H

側
か
ら
八
月
八
日
働
ま
で
。

受
講
手
数
料
・
:
二
千
七
百
円

④
接
種
前

一
年
以
内
に
、
け
い
れ
ん

の
症
状
が
あ
っ
た
人

⑤
医
師
が
、
予
防
接
種
を
受
け
る
こ

信州大学学生課

企 0263⑮4600内線2271
一ーーー-

↑言大放送公開講座

ーテレビによるー

受 講生 募 集

• 

科
目
名
・
:
生
物
工
学
バ
イ
オ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
!
の
展
開
|

放
送
日
時
・
・
・
信
越
放
送
で
十
月
間
日

出
か
ら
十
二
月
一
.
十
七
日
出
の
毎

週
土
曜
日
(
十
一二
回
)
、
午
前
十
時

か
ら
同
十
時
四
十

4
分

募
集
定
員
・
・
・
瓦
百
名

応
募
資
格
・
・
・
高
卒
程
度
の
学
歴
が
あ

り
、
次
の
こ
と
が
で
き
る
人
①

受
講
す
る
講
座
の
テ
キ
ス
ト
を
購

入
す
る
こ
と
②
学
習
指
導
(
ス

ク
ー
リ
ン
グ
)
に
出
席
す
る
こ
と

③
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
協
力
す
る

こ
と

受
付
期
間

0

・・八
月
十

U
H
ゆ
か
・
り
九

月
ト

A

，日
山

受
講
料
・
無
料

受
講
内
容
・
・
・
詳
し
く
は
受
講
案
内
を

ド
記
に
前
ボ
し
て
く
だ
さ
い
。

一T

3
9
0

松
本
市
川
叫
二

-

|

信
州
大
学
学
性
部
学
生
諜

(
H
・・

十
円
切
子
を
貼

っ
た
封
筒
同
封
)

県
警
察
官
募
集

マ
募
集
人
員

A

(
大
…下
半
)
約

今
ト
名
、

B

(
飢ト人・・
υ
川
校
小
)

約
.
一十
名

マ
受
験
資
格
附
和
一一一
十
四
年
間

月
.
一H
か
ら
制
四
十
山
年
四
川

一
臼
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
子

マ
試
験
場
所
上
削
笹
察
署

マ
受
付
期
限
八
川
.一
十
日
同
ま

で
マ
第
一
次
試
験
八
川
:一
ト

-
H

日
マ
問
い
合
わ
せ
上
出
普
察
署

(
宮
⑫
3
5
6
5
)

-大卒求人説明会

;地元で

;就職したい方 j

-来春卒業予定の大学生を守

;対象に、上団地区44企業;

;による求人説明会を次の ;

;とおり開催します。

'1>とき 8月20日(水)午 !

前10時から午後 4時

;1>と二ろ ヒ旧商工会議:

所 (5階)

;1>照会上回公共職業;

安定所宮⑫6363
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年
一
回
健
康
診
断

を
受
け
ま
し
ょ
う

1

一
般
健
康
診
査
|

診
査
内
容
・
似
帥
の
沿
い
然
、

vm検
作
、
山
五
な
ど

受
診
場
所
・
:
山
内
の
八
王
州
側
院
(
診

山
町
時
山
内
に
お
で
か
け
く
だ
さ
い
)

料
金
・
無
料
、
た
だ
し
精
密
診
宜

は
下
川

※
詳
し
く
は
保
催
予
防
課
(
宮
⑫

4

1
0
0
内
線

2
8
8
)

へ
お
問
い
A
H

わ
せ
く
だ
さ
い

。

IflL 
1(1.( 

え広報う....w， 96.1り-

「
温
泉
の
科
学
」

|人j ~ィB 、Z 、 三叫jJヰ 自111

ull泉はどのようにして
京都大学由佐助教授悠紀

できるか

iんlA4はどのような
信州人守飯f教島授市j紛失

ところにあるか

討ul泉はどのような
ii.jヨイー大学ノj、教i)¥授竹

成分を含むか ニー到;

!ilJ泉はどのようにきくか 東京大木学暮講師 敬

温泉と放射能の
北.m大学村上教授悠紀雄

かかわりあい

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

日
本
温
泉
科
学
会
で
は
、
ト
ぶ
よ

り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

利
学
技
術
の
発
展
に
よ
リ
解
明
さ
れ

た
出
泉
の
利
学
の
引
状
に
つ
い
て
、

各
講
師
が
専
門
の
立
場
か
ら
解
説
し

参
加
者
の
質
問
に
応
じ
ま
す
。

と

き

・
:
八
月
二
十
四
日
間
午
後

一

時
三
十
分
か
ら
同
五
時
ま
で

と
こ
ろ
・
:
上
山
創
造
館

，喝

;
一
別
所
温
泉
の
奇
祭

「岳
の

に

崎

」

が
七
月
十
三
日
、
観
光

、.

婚約中のみなさん

結婚セミナー

へどうぞ

上田保健所

合⑫1260内線234

※受付は終Ip]とも午後 6: 00-6 : 30 

g河フy 
8川22~I (命

開講武

1 
つ ' f~6: 30 -8: 40 

講 i甘!r健やか主家庭づくリ 」
Inl 講義「望ましい食生活」

う1刈L 8 }J 26 fl (火)
血液検宜(風疹抗体側、栴苦手など)

2 
Inl "" 1二彼~6:30-8:40

講演「望ましい夫婦」

H央 面Ir:l:命館IJ造」

金'"内~ 8川29[1 (俗
講演「心を育てる育児とは」

3 
r!ll 午後6:30-8:50

講義 r家族計画について」

f~J講式

表口王
手
A
1

口
Hナ、、、セ再

曾・4
UAF

土
口

本
小

時
約
し
て
い
る
方
を
対
象
に
、
家

一
匹
づ
く
り
、

健
康
管
刊
な
ど
に
つ
い

て
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

会
場
:
上
山
市
川
聞
く
何
人
の
家
(材

木
町
.
|
二
I
l
-
-
)

農

民

田

川

-
T
斗
マ
ス
L
l
件ヘ
rhf臼
川
門
、
恥
地

-
上
田
青
年
会
議
所

教
育
育
児

液
検
査
料
千
五
百
二
十
川

申
込
方
法
:
八
月
十
五
日
働
ま
で
に

上
田
保
健
所
へ
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

結婚衣装をお貸しします 8 霊家長岡 凹管マ記 上
~上岡市婦人団体連絡協議会一 月 市時ニ とき 烹-ーa: 田Iトj 

t>申込先 11Irj'計凡さん

ーミチ(，シ、J守，ルω…員支εヘhコで向、宝のW日， 2 10 

江夏言会館民 かb 八 与白肩i ル一… rMh (材木町、宮⑫2819)

{ハノ、 ョウ) は日

日 演 リ
b貸し出し 航路火装一材i ママと Iー卜L 結成グ! 
え(.}"I掛、町村|、別物など) 講師こ日 ? 八 10 
※ 8 JJから恥りぬいが山浦

ろ加草料壁守
i '~~ (ーさんから111rj'さんに 球ff上午
変わりました。

ーーー-ーーーー一ー

受
講
期
間
-
|
け
か
ら
ザ

年

川

申
し
込
み
:
任
似
は
が
き
の
任
じ
川

に、

一よ
議
時
計
一必
作
所

P
氏
名
一心
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γ
U
-
U
‘
ト
ぃ
川
山
U
A
会
針
て
民
T
h
hN

|

ゆ
作
れ
ま
し
た
人
会
終
，j
弘
、
参
加
れ
令

μ
は
山
仏
地
を

悩
川

'υ進
し
て
戸

写
真
)
山
叫
に
部
必
去
別
の
解
山
を

w

l
Jノ

'
ノ
中
川

.
H
い
幸
A

r

d

h
句

刈; ()fil :;、

V雨の中を華やかに.. 

別
所
温
泉
の
奇
祭
「
岳
の

織
」
が
七
月
卜
三
日
、
観
光

仲
介
-
ら
て
し
ぎ
わ
っ
温
以
街
で

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ

の
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
降

り
で
し
た
が
、
赤
や
貰
な
ど

の
色
あ
ざ
や
か
な
の
ぼ
り
ゃ

女
子
児
童
に
よ
る
さ
さ
ら
踊

り
に
、
祭
り
ム

l
ド
が
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。しません! -防火の誓い一

7月11日、_I:.I=II創造館で 「母と チの防火のつどしりが聞かれま

した。この Hは、市内 7つの幼稚闘、保育園から約 420人が参加

し、合唱や演奏、 ~IÚ りなどを抜蕗し、交流を涼めました。

fごえ一ー(9)一一一一II!休日6Iil二川 J1 11 広報う

‘E
C
の
青
年

上
回
へ

国
内
視
察
中
の

E
C
祁
凶
(
イ

ギ
リ
ス
、
イ
タ
リ
ア
な
ど
)
の
青

年
十
一一
夕
刊
が
じ
川
ト
八
日
、
山
役

所
に
水
野
市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま

し
た
。

い

v-
vv

一

九
回
v

-

f

・
上
田
主
同
年
会
議
所
長
受
講
剣
問
ー
ー
l
H
か
ら

f
q
，

H

旦

五

湖

T

し
入
一
み

4

・ar仁
円単

i
が
き
η
3
L
aaIH
U
H

-

教

育

育

児

戸

l

に、

1
3引
U
1
2目
別

士
テ
レ
フ
ォ
ン
相
談
室
一
一
年
齢
⑤
職
業
⑥
告
書
け
を
、
返

竺

J

1

4

一
一
信
川
に
①
郵
便
昏
む
②
住
所
@
氏

マ
と

き

八
月
二
十

四

日

同

午

名

を

明

記

の

う

え

、

一T
3
8
0

前
十
時

1
午
後
三
時

(

面

接

は

正

長

野

市

南

長

野

六

九

一一
l

--
長
野

午
i
午
後
二
時
三
十

分

)

消

費

生

活

セ

ン

タ

ー

へ

。

マ
と

ニ

ろ

上

田

西

武

マ
対

象

者

幼

児

、
小
・
中
・
高
校

生
本
人
お
よ
び
そ
の
家
族

-
講
演
会
(
同
時
開
催
)
|

|

|

〈
と
き
〉

午
後

一
時

1
同
二
時
三

十
分

〈テ

l
マ
〉
「
家
庭
の
し
つ

け

学

校
の
し
つ
け
」
(
講
師
は
長
野
大
学

教
授
の
松
本
文
男
さ
ん
)

会
場
:
上
町
市
働
く
い町人
の
家
(
材

木
町

一
|
二
|
二
)

費
用
・

・
テ
キ
ス
ト
代
五
百
円
、
血

受講生募集

消費生活

ホーム講座

• 
県斤県民生活課

fi0262⑨0111 

県
に
よ
る
通
信
制
の
生
活
ホ
ト
ム

講
座
を
開
設
し
ま
す
。
八
月
二
十
日

附
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格
:
・
十
八
歳
以
上
の
方

募
集
人
員

:
二
百
人

受
講
料
・
:
無
料
(
テ
キ
ス
ト
な
ど
の

郵
送
料
の

一
部
の
他
、
ス
ク
ー
リ
ン

グ
な
ど
の
出
席
旅
費
は
自
己
負
担
)

トイレの「くみ取り」

お盆中は休業します

くみ取り業務が、 8 

jJ 1411 (本)・ 1511(合)・ 16

E::I(上)休業となリます。

平常業務は 8) J 18 rl ()J) 

から4ハ、ます。

〈保健予防課企⑫ 4100

内線287>

i 社会保険出張相談日 (8月)
( *千曲川左岸地区{~月 5 日( 第 1 火曜日)

l 8月19日 (第 3火日起日)

i 会場・・・松尾工業株式会社 (JII辺町)

: 行曲川右岸地区{
{ 8月12日(第 2火H握日)

l 8月26日 (第 4火日程日)

' 会場・・上1+1商工会議所(大手町)

0時 間・・ l崎会場とも午前10時 -'1・後 3時

i (おIt恥、合わせは上位l商工会議所宮⑫4500)
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夏
で
す
o

え広報う

ハ
月
三
十
日
現
在

次
の
方
々
が
な
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
ご
め
い
福
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

安
藤
も
よ
さ
ん

金
井
さ
く
み
さ
ん

飯
塚
か
つ
代
さ
ん

伊
藤
止
こ
さ
ん

五
十
嵐
金

d

さ
ん

ム
T
山
似
品
事
，

R
C
'ん

浦 横~，~ 倉岩 鎌

野町田升下原

....第 964号

月16日

号
一一一「

l番16号)

気
を
つ
け
よ
う
食
中
毒
ノ
.

_ "+3...t J p-ブ
大会の前に行われた市内ノfレード

竺」

食
中
毒
防
止
県
民
大
会
か
ら

七
月
二
十
二
日
、
県
と
県
食
品
衛

生
協
会
主
催
に
よ
る
「
食
中
毒
防
止

県
民
大
会
」
が
上
田
市
民
会
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
で
は
、
食
中
毒
防
止
の

体
験
発
表
や
厚
生
省
生
活
衛
生
局
長

に
よ
る
特
別
講
演
な
ど
が
行
わ
れ
、

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
「
食
品
衛
生
の

向
上
を
図
り
、
食
中
毒
の
完
全
防
止

六八七ささ手
五O二二一七

金

津

五

さ

ん

岩

清

水

中

山

き

く

ゐ

さ

ん

築

地

武

田

キ

ヨ

さ

ん

福

田

工

藤

や

す

ゐ

さ

ん

蛇

沢

小

山

と

み

さ

ん

秋

和

高

嶋

嘉

則

さ

ん

保

野

関

康

治

さ

ん

下

室

賀

小
坂
井
武
市
さ
ん
中
之
条

小
出

勇

さ

ん

上

紺

屋
町

戸

谷

千

里

さ

ん

常

磐

町

荒

井

義

江

さ

ん

舞

田

尾

和

四

郎

き

ん

北

常

国

蔚

藤

あ

い

さ

ん

院

内

中
津
卜
シ
ヲ
さ
ん
中
之
条

太

田

菊

子

さ

ん

常

磐

町

手
塚
み
さ
の
さ
ん
下
本
郷

九 六八七八五七八七六五八七八八七
七七四七四五八 一 四八五 O 五九九四

に
努
め
よ
う
」
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
消
費
者
の
立
場
か
ら

体
験
発
表
さ
れ
た
柳
沢
司
子
さ
ん
は

「
ご
く
常
識
的
な
衛
生
知
識
を
実
践

し
、
日
常
習
慣
化
し
て
し
ま
う
こ
と

か
大
切
」
で
あ
る
、
と
訴
え
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

マ
冷
蔵
庫

1
殺
菌
作
用
は
な
い
の
で

た
く
さ
ん
詰
め
こ
ま
な
い
よ
う
に
。

保
刈
興
次
さ
ん

池
田
朝

一
さ
ん

林

丈

夫

さ

ん

上
原
正
人
さ
ん

笠
原
孝
子
さ
ん

林

六

十

二
き
ん

山

港

堅

さ

ん

臼
倉
ゑ
わ
川
さ
ん

瀧

樺

石

さ

ん

掛
川
久
人
さ
ん

金
井
公
忠
さ
ん

里
見
千
代
喜
さ
ん

五
味
芳
人
さ
ん

武

舎

幸

さ

ん

岡
田
茂
平
さ
ん

小
山
蓮
大
さ
ん

大
手
町

材
木
町

緑
が
丘

木

町

踏

入
平
井
寺

下

堀

手

塚

上
室
賀

五

加
山

田

小

泉

佐

所

漆

戸

鍛
冶
町

杭
也

-P

八七八 λ 七 六 六七七七七五七八七八
八六五 三 七 一一一一 七八 O 七四六六

ま
た
温
度
管
理
に
注
意
し
、
中
を
常

に
清
潔
に
す
る
。

マ
ま
な
板
H
H
魚
肉
用
と
野
菜
用
に
使

い
分
け
る
。
水
洗
い
を
よ
く
す
る
。

マ
ふ
き
ん
類

1
煮
沸
し
た
り
、
日
光

で
乾
か
す
。
電
子
レ
ン
ジ
で
殺
菌
も
。

マ
弁
当
づ
く
り
H
H
ご
飯
と
お
か
ず
を

別
々
に
詰
め
る
。
必
ず
さ
ま
し
て
か

ら
フ
タ
を
す
る
。
当
日
必
ず
火
を
通

し
た
も
の
を
。
手
洗
い
を
き
ち
ん
と
。

マ
食
品
の
購
入

l
キ
ズ
や
破
れ
た
包

装
の
も
の
や
ふ
く
ら
ん
だ
レ
ト
ル
ト

パ
ッ
ク
は
避
け
る
。

マ
動
物
な
ど
H
H
犬
、
猫
、

小
鳥
類
も

細
菌
を
ま
き
散
ら
す
、
」
と
が
あ
る
。

;唖~料理教室の受講生を募集;
i t期 間...A組 (9月1日一11月17日の毎月曜日)i 

B組 (9月2日-11月18日の毎火曜日): 

C組 (9月3日-11月19日の毎水曜日)i 
時間は各組とも午前10時~正午まで;

:t場 所・・・上回カ、スサービスセンター(原町)

it募集人員…各組とも24名 : 

iT申し込み・・-上回カスサービスセンター

(宮⑫6873): 

宮

沢

慶

行

さ

ん

岩

門

四
九
一
坂
本
サ
ト
子
さ
ん
千
曲
町

山

浦

す

ゑ

の

さ

ん

諏

訪

部

八

二
一

椎

塚

菊

さ

ん

新

田

滝

津

よ

し

さ

ん

院

内

六

二
一

峯

村

繁

貴

さ

ん

中

組

中
村
勝
茂
さ
ん
緑
が
丘
北
五
五
一
保
屋
野
重

一
さ
ん
下
紺
屋
町

宮

林

漬

夫

さ

ん

上

本

郷

七

四

一

中

村

峯

悪

さ

ん

鍛

冶

町

小

川

い

ち

よ

さ

ん

院

内

九

二
一

山

下

文

治

さ

ん

手

塚

中

曽

根

清

江

さ

ん

野

竹

八

一一

細

田

伸

太

郎

さ

ん

山

口

中
村
八
代
子

さ

ん

東

築

地

七

二

一

松

本

と

う

さ

ん

山

口

柳
津
利

一
郎
さ
ん
下
小
島
八
七
一
長
坂
シ
ゲ
さ
ん

常

入

藤

津

ト

シ

さ

ん

倉

升

六

五

一

林

志

や

う

き

ん

新

屋

松
野
き
ん
さ
ん
上
川
原
柳
町
八
八
一
中
曽
根
梅
作
さ
ん
野
竹

依

田

儀

訓

さ

ん

下

之

郷

七

四

一

林

忠

雄

さ

ん

奈

良

尾

小

林

き

く

じ

さ

ん

中

村

八

↑
一
清
水
け
さ
い
さ
ん

山

口

坂
口
清

一
郎
さ
ん
金
井
九
四
一
宮
本
け
さ
ゐ
さ
ん
雨
大
神
町

白

戸

喜

翁

さ

ん

下

塩

尻

4

ハ-

A

二

村

山

久

美

さ

ん

ド

之

郷

松
井
っ
ち
の
さ
ん
長
色
町
七
」
ハ

』

嫌

田

久

雄

さ

ん

法

門

ました。

1が参加。

時30分に

。優勝=

「市民と

により 9
まで、市

前
v

d

m

o

午

役

す

側

市

ま

日

、

い
l "、八九七八 九九六七八八七七七四
パP411.じ六四 O 八八 七 六五三七六
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